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※ 個人情報の利用について 
 
  信州大学における入学者選抜を通して取得した個人情報については，入学者選抜

以外のほか次の目的で利用します。 
 

① 入学手続 
② 学籍簿の作成 
③ 奨学金及び授業料免除等の審査資料 
④ 入学者選抜方法及び大学教育改善のための調査・研究 
なお，調査・研究及び結果の発表に際しては，個人が特定できないように処理

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１．社会人選抜について 

（１）本研究科は，大学院設置基準第１４条（「修士課程においては，教育上特別の必要がある

場合には，夜間その他特定の時間又は時期において授業又は研究指導を行う等の適当な方

法により教育を行うことができる。」）に基づいて，社会人の受け入れのために社会人特別

選抜を実施します。 

（２）社会人特別選抜による入学者は，修士課程に必要な３０単位を２年間にわたって，夜間

その他特定の時間又は時期における授業によって修得することができます。 

（３）社会人特別選抜による入学者の事情が許す場合には，修了に必要な単位を昼間の授業に

よって修得できます。 

（４）職業を有している等の事情により，修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育

課程を履修し修了することを希望した場合は，長期にわたる教育課程の履修を認めること

ができます。希望がある場合は，入学手続時に申請を行い，４年を限度に許可します。 

 

 

２．募集専攻及び募集人員 

専  攻 専 門 領 域 募 集 人 員 
（前期と後期の合計）

地域文化専攻 哲学・思想論，心理学，社会心理学，社会学，文化情報

論，日本史，地域文化史，世界史 若 干 人 

言語文化専攻 

日本文学，日本語学・日本語教育学，中国語学・中国文

学，比較文学，ドイツ語学・ドイツ文学，フランス語学・

フランス文学，英語学・英米文学，芸術コミュニケーシ

ョン 

若 干 人 

 
 
３．出 願 資 格 
（イ）平成２３年４月１日現在満２５歳以上の方 
（ロ）平成２３年４月１日現在満２５歳未満であるが，出願時に定職についている方 
（ハ）勤務先から在職のまま派遣され，勤務先の代表者の承諾を得られる方 
 
 上記のいずれかに該当し，かつ下記の（１）～（７）の各号のいずれかの資格を満たす方 
（１）大学を卒業した方 
（２）学校教育法第１０４条第４項の規定により，学士の学位を授与された方又は平成２３年

３月までに学士の学位を授与される見込みの方 
（３）外国において学校教育における１６年の課程を修了した方 
（４）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該 

外国の学校教育における１６年の課程を修了した方 
（５）文部科学大臣の指定した者（昭和２８年文部省告示第５号参照） 
（６）短期大学，高等専門学校，専修学校，各種学校や外国大学日本分校等を卒業又は修了し

平成２３年３月３１日までに２２歳に達する方で，本研究科が，個別の入学資格審査によ

り，大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた方 
（７）本研究科において，大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた方 
※ 外国人留学生（外国において学校教育の課程を修了した外国人）は，一般選抜（私費外国 
人留学生を含む。）に出願してください。 

 
上記（６），（７）の資格により出願する方は，事前に資格審査を行いますので，前期日程は

平成２２年７月２日（金），後期日程は平成２２年１１月２６日（金）までに，以下の書類を提

出してください。 
① 資格審査申請書（所定様式） ②最終出身校の成績証明書及び卒業証明書 
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③ 返信用封筒（長形３号の封筒に３６０円分の切手をはり，受信場所等を明記してくださ

い。） 
審査結果は，前期日程は７月３０日（金）までに，後期日程は１２月２４日（金）までに本

人あてに通知します。 
 
 
４．出 願 手 続 
（１）出願期間 
   ・前期日程は，平成２２年７月２６日（月）～ ８月 ４日（水）消印有効 
   ・後期日程は，平成２３年１月 ４日（火）～ １月１２日（水）１７時必着（厳守） 
   受付時間は毎日８時３０分から１７時までとします。ただし，土曜日，日曜日及び祝日

は受け付けません。 
 （注）郵送の場合は，前期日程は８月４日（水）の消印があるものは受け付けます。 

後期日程は 1 月１２日（水）の，１７時必着（厳守）とします。 

（２）出願書類提出先・問い合わせ先 
   信州大学大学院人文科学研究科 入試事務室 

   〒３９０－８６２１ 松本市旭３－１－１ 信州大学人文学部内 

 ℡（０２６３）３７－２２３６ 

 
（３）出願書類 
   入学志願者は，次の書類等を取り揃え出願期間内に提出してください。郵送する場合は，

「書留速達郵便」としてください。 
 
◆ ○印は，本研究科所定の様式を用いてください。 

○ 入 学 願 書 所要事項を記入し，写真(裏面に氏名を記入)をはってください。

○ 受験票・写真票 所要事項を記入し，写真(裏面に氏名を記入)をはってください。

 成 績 証 明 書 出身大学又は最終出身学校の学長（学部長）等が作成し厳封した

ものを提出してください。 

○ 研 究 計 画 書 卒業論文等従来の研究主題とその概略及び入学後の研究計画を記

入してください。（２，０００字程度） 

○ 自 己 申 告 書 入学志願者の能力，適性を審査するのに役立つと考えられる資料

等のリストを記入してください。 

○ 受 験 承 諾 書 出願資格（ハ）の方のみ提出してください。 

 在 職 証 明 書 出願資格（ロ）の方のみ提出してください。 

 卒 業 証 明 書 最終出身学校の卒業証明書又はこれに代わるものを提出してくだ

さい。 
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入学検定料納付 
確認書 （Ａ票） 

 

① 入学検定料３０，０００円をこの募集案内に添付する振込依頼書

（Ｃ票）を使用して，前期日程については平成２２年 ７月２０日

（火）から８月４日（水）までの間に，後期日程については平成 
２２年 １２月２４日（金）から平成２３年１月１２日（水）まで

の間に，金融機関から「電信扱い」で振り込んでください。振込

みには，別途振り込手数料が必要です。 
なお，郵便局（ゆうちょ銀行）からの振込みはできません。 
また，ＡＴＭ（現金自動預支払機），携帯電話及びパソコンから

の振込みは行わないでください。 
② 振込み後，納付確認書（Ａ票）及び領収書（Ｂ票）を受け取り，

Ａ票，Ｂ票の所定欄に金融機関の収納印があることを確認し，納

付確認書（Ａ票）を提出してください。 
また，「取扱銀行収納印」欄には，出願期間最終日までの収納印

があるものに限り有効となりますので，特に出願期間最終日に振

り込まれる場合には，金融機関の窓口で受付時間を確認のうえ行

ってください。 
③ 出願期間最終日に持参により提出する方で，金融機関の窓口業

務取扱時間内に振込みができなかった方に限り，現金による納付

を受け付けます。 

○ 受験票送付用封筒 郵便番号，住所，氏名を明記し，３６０円分の切手をはってくだ

さい。 

○ あて名票 ２枚 
（合格通知書等送付用）  入学志願者の郵便番号，住所，氏名を記入してください。 

 
 
５．選 抜 方 法 
  小論文，面接試問の結果及び提出書類の記載事項等を総合して判定します。 
（１） 試験科目・日時 

前期日程 
      平成２２年９月１５日（水） 
       小 論 文   ９：３０～１１：３０ 
       面 接 試 問  １３：３０～ 
     後期日程 

平成２３年２月 ４日（金） 
小 論 文   ９：３０～１１：３０ 

       面 接 試 問  １３：３０～ 
※ 過去の試験問題をご覧になりたい方は，入試事務室に問い合わせてください。 

 
（２）試験場所 
    信州大学大学院人文科学研究科（信州大学人文学部内）松本市旭 3－1－1 
 
 
６．合格者の発表・入学手続期間 
（１） 前期日程は平成２２年９月２９日（水）１０時ごろ，後期日程は平成２３年２月１０日 

（木）１０時ごろ，大学院人文科学研究科（人文学部）構内掲示板に掲示するとともに，同

日中に合格者に対し合格通知書を発送します。 
（２）入学手続については，合格通知書とあわせて本人に通知します。 
（３）入学手続期間は，前期日程，後期日程とも平成２３年３月４日（金）から３月１１日（金）

までとし，８時３０分から１７時までとします。（土曜日及び日曜日は取り扱いません。） 
   なお，郵送による場合は，３月１１日（金）の１７時必着とします。封筒の表に「入学

手続書類在中」と朱書して「書留速達郵便」で手続してください。 
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７．注 意 事 項 
（１）提出した書類の記載内容の変更は認めません。ただし，受信場所を変更した場合は届け

出てください。 
（２）出願書類に虚偽の記載があった場合は入学許可を取り消します。 
（３）官公庁，会社等に在職中の方は，入学に当たって，所属長又は代表者の承認を得てくだ

さい。 
（４）試験期間中は必ず受験票を所持してください。 
 
 
８．納付金の納入等 
（１）納付金（入学料・授業料）の額 

ア 入 学 料  ２８２，０００円 
イ  授 業 料  前期分 ２６７，９００円  後期分 ２６７，９００円 

（注）金額は平成２２年４月現在のものです。入学時及び在学中に入学料・授業料が改定さ 

れた場合には，改定時から新入学料・新授業料が適用されます。納付金の額及び納付の 

方法については，合格通知書に同封しお知らせします。 
（２）既納の入学料は，どのような理由があってもお返しできません。 
（３）入学料及び授業料の納入が著しく困難な方には，免除制度及び徴収猶予制度があります。

希望される方は合格通知書に同封される入学料免除及び授業料免除等の関係書類をよく読

んで願い出てください。 
 
 

信州大学大学院人文科学研究科（修士課程）案内 
 

１．目  的 
信州大学大学院人文科学研究科は，人文諸科学の広範囲な学問領域が相互に緊密に協力し，

文化の本質と構造，その多様性と普遍性，その他文化にかかわる種々の問題を，比較論的・

学際的・総合的に研究し教育することを基本目標とする。このような目標のもと，文化につ

いて広い視野と高い識見をもち，着実にして真摯な研究態度を身につけ，専門的能力と豊か

な人間性を備えた高度な職業人の養成を目的とする。 

 
２．教育組織・内容 

本研究科に地域文化専攻及び言語文化専攻の２専攻を置く。 
（１）地域文化専攻 

文化の地域的多様性に関して，地域社会，国家社会，文化圏それぞれの次元から，通時

（歴史）的視角と共時（同時代）的・比較論的展望のもとに，学際的・総合的な研究と教

育を行う。 
なお，言語文化専攻の授業科目も履修することができるので，言語文化に対する視野を

も拡大することができる。 
（２）言語文化専攻 

言語を直接の媒体とした文化に関して，個別の言語研究と文学研究を行うのみならず，

比較・対照研究や総合研究を導入した，より高次元の言語文化の研究と教育をも行う。 
なお，地域文化専攻の授業科目も履修することができるので，人間学的・社会学的視座

と歴史学的展望をもつことによって，言語文化の研究を補強することができる。 
 
３．履 修 方 法 

学生は，入学時に研究テーマを決め，そのテーマに即して，指導教員（正・副各 1 名）の

指導により，後掲の表の中から履修する授業科目を選択します。 
  本研究科に２年以上在学して所定の単位を取得し，学位論文の審査及び最終試験に合格し

た方には，修士（文学）の学位が授与されます。 
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４．教育職員免許状 
すでに社会の中学校教諭一種免許状を有している方は，所定の単位を修得すれば，社会の

中学校教諭専修免許状を取得できます。また，すでに地理歴史，公民の高等学校教諭一種免

許状，国語・英語・ドイツ語の高等学校教諭一種免許状（中学校教諭一種免許状）を有して

いる方は，所定の単位を修得すれば地理歴史，公民の高等学校教諭専修免許状，国語・英語・

ドイツ語の高等学校教諭専修免許状（中学校教諭専修免許状）が取得できます。 
 
５．授業科目・単位数及び担当者 

次の授業科目の中から，教員の指導により専攻別に必修科目（※印）１２単位を含めて 
３０単位以上を修得します。大学院設置基準第１４条による特例（授業時間は，勤務条件等

を考慮し，通常の授業時間帯及び通常の授業時間帯以外の特定の時間又は時期に設けます。）

による教育の実施を希望する方は，合格発表後，速やかに指導教員（予定）と面談し，今後

の研究・学習計画等について相談してください。 
◎ 注意 授業科目及び担当者は，追加・変更等があります。 

地域文化専攻 言語文化専攻 
授業科目 単位 担当者 授業科目 単位 担当者 

※地 域 文 化 論 A ４ 共同開講 ※言 語 文 化 論 A ４ 共同開講 
※地 域 文 化 論 B ４ 共同開講 ※言 語 文 化 論 B ４ 共同開講 
※地域文化総合演習ⅠA ４ 共同開講 ※言 語 文 化 論 C ４ 共同開講 
※地域文化総合演習ⅠB ４ 共同開講 ※言 語 文 化 論 D ４ 共同開講 
※地域文化研究指導ⅠA ２ 指導教員 ※言語文化総合演習ⅠA ４ 共同開講 
※地域文化研究指導ⅠB ２ 指導教員 ※言語文化総合演習ⅠB ４ 共同開講 
※地域文化研究指導ⅡA ２ 指導教員 ※言語文化総合演習ⅠC ４ 共同開講 
※地域文化研究指導ⅡB ２ 指導教員 ※言語文化総合演習ⅠD ４ 共同開講 
 地域文化総合演習ⅡA ４ 共同開講 ※言語文化研究指導ⅠA ２ 指導教員 
 地域文化総合演習ⅡB ４ 共同開講 ※言語文化研究指導ⅠB ２ 指導教員 
 欧 米 思 想 研 究 Ⅰ ２ 篠原成彦 ※言語文化研究指導ⅠC ２ 指導教員 
 欧 米 思 想 研 究 Ⅱ ２ 篠原成彦 ※言語文化研究指導ⅠD ２ 指導教員 
 倫 理 思 想 研 究 Ⅰ ２ 三谷尚澄 ※言語文化研究指導ⅡA ２ 指導教員 
 倫 理 思 想 研 究 Ⅱ ２ 三谷尚澄 ※言語文化研究指導ⅡB ２ 指導教員 
 比 較 思 想 研 究 Ⅰ ２ 護山真也 ※言語文化研究指導ⅡC ２ 指導教員 
 比 較 思 想 研 究 Ⅱ ２ 護山真也 ※言語文化研究指導ⅡD ２ 指導教員 
 東 洋 思 想 研 究 Ⅰ ２ 早坂俊廣  言語文化総合演習ⅡA ４ 共同開講 
 東 洋 思 想 研 究 Ⅱ ２ 早坂俊廣  言語文化総合演習ⅡB ４ 共同開講 
 実 験 心 理 学 研 究 Ⅰ ２ 今井 章  言語文化総合演習ⅡC ４ 共同開講 

実 験 心 理 学 研 究 Ⅱ ２ 髙瀬弘樹  言語文化総合演習ⅡD ４ 共同開講 
 認 知 心 理 学 研 究 Ⅰ ２ 今井 章  日 本 文 学 研 究 Ⅰ ２ 渡邊秀夫 
 認 知 心 理 学 研 究 Ⅱ ２ 髙瀬弘樹  日 本 文 学 研 究 Ⅱ ２ 渡邉匡一 
 社 会 行 動 研 究 Ⅰ ２ 内藤哲雄  日 本 文 学 研 究 Ⅲ ２ 松本和也 
 社 会 行 動 研 究 Ⅱ ２ 内藤哲雄  日 本 文 学 研 究 Ⅳ ２ 渡邊秀夫 
 社 会 認 知 研 究 Ⅰ  ２ 長谷川孝治  日 本 文 学 研 究 Ⅴ ２ 渡邉匡一 
 社 会 認 知 研 究 Ⅱ  ２ 長谷川孝治  日 本 文 学 研 究 Ⅵ ２ 松本和也 
 臨床社会行動研究Ⅰ ２ 清水健司  日 本 語 学 研 究 Ⅰ ２ 山田健三 
 臨床社会行動研究Ⅱ ２ 清水健司  日 本 語 学 研 究 Ⅱ ２ 山田健三 
 地 域 社 会 学 研 究 Ⅰ ２ 村山研一  日 本 語 学 研 究 Ⅲ ２ 白井 純 
 地 域 社 会 学 研 究 Ⅱ ２ 村山研一  日 本 語 学 研 究 Ⅳ ２ 白井 純 
 経 験 社 会 学 研 究 Ⅰ ２ 辻 竜平  日 本 語 学 研 究 Ⅴ ２ 沖 裕子 
 経 験 社 会 学 研 究 Ⅱ ２ 辻 竜平  日 本 語 学 研 究 Ⅵ ２ 沖 裕子 
 言 語 情 報 研 究 Ⅰ ２ 澤木幹栄  日 本 語 学 研 究 Ⅶ ２ 石神照雄 
 言 語 情 報 研 究 Ⅱ ２ 澤木幹栄  日 本 語 学 研 究 Ⅷ ２ 石神照雄 
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 社 会 情 報 研 究 Ⅰ ２ 祐成保志  日本語教育学研究Ⅰ ２ 坂口和寛 
 社 会 情 報 研 究 Ⅱ ２ 祐成保志  日本語教育学研究Ⅱ ２ 坂口和寛 
 情 報 経 営 研 究 Ⅰ ２ 新任教員 インターンシップ海外日本語教育実習 ４ 沖 裕子 
 情 報 経 営 研 究 Ⅱ ２ 新任教員  比 較 文 学 研 究 Ⅰ ２ 澁谷 豊 
 認 知 情 報 研 究 Ⅰ ２ 菊池 聡  比 較 文 学 研 究 Ⅱ ２ 澁谷 豊 
 認 知 情 報 研 究 Ⅱ ２ 菊池 聡  比 較 文 学 研 究 Ⅲ ２ 野津 寛 
 日 本 史 研 究 Ⅰ ２ 山本英二  比 較 文 学 研 究 Ⅳ ２ 野津 寛 
 日 本 史 研 究 Ⅱ ２ 山本英二  比 較 文 学 研 究 Ⅴ ２ 佐々木 寛 
 日 本 史 研 究 Ⅲ ２ 大串潤児  比 較 文 学 研 究 Ⅵ ２ 佐々木 寛 
 日 本 史 研 究 Ⅳ ２ 大串潤児  中 国 文 学 研 究 Ⅰ ２ 松岡俊裕 
 地 域 文 化 史 研 究 Ⅰ ２ 笹本正治  中 国 文 学 研 究 Ⅱ ２ 松岡俊裕 
 地 域 文 化 史 研 究 Ⅱ ２ 笹本正治  中 国 文 学 研 究 Ⅲ ２ 氏岡真士 
 地 域 文 化 史 研 究 Ⅲ ２ 佐藤全敏  中 国 文 学 研 究 Ⅳ ２ 氏岡真士 
 地 域 文 化 史 研 究 Ⅳ ２ 佐藤全敏  中 国 語 学 研 究 Ⅰ ２ 伊藤加奈子 
 世 界 史 研 究 Ⅰ ２ 久保 亨  中 国 語 学 研 究 Ⅱ ２ 伊藤加奈子 
 世 界 史 研 究 Ⅱ ２ 久保 亨  西 欧 文 学 研 究 Ⅰ ２ 株丹洋一 
 世 界 史 研 究 Ⅲ ２ 柴野 均  西 欧 文 学 研 究 Ⅱ ２ 株丹洋一 
 世 界 史 研 究 Ⅳ ２ 佐藤真紀  西 欧 文 学 研 究 Ⅲ ２ 新任教員 
 世 界 史 研 究 Ⅴ ２ 柴野 均  西 欧 文 学 研 究 Ⅳ ２ 新任教員 
 世 界 史 研 究 Ⅵ ２ 佐藤真紀  西 欧 文 学 研 究 Ⅴ ２ 吉田正明 
 世 界 史 研 究 Ⅶ ２ 佐々木 明  西 欧 文 学 研 究 Ⅵ ２ 吉田正明 
 世 界 史 研 究 Ⅷ ２ 佐々木 明  西 欧 語 学 研 究 Ⅰ ２ 磯部美穂 
 世 界 地 域 研 究 Ⅰ  ２ 佐々木 明  西 欧 語 学 研 究 Ⅱ ２ 磯部美穂 
 世 界 地 域 研 究 Ⅱ  ２ 佐々木 明  比 較 言 語 研 究 ２ 磯部美穂 

 英 語 学 研 究 Ⅰ ２ 伊藤 盡 
 英 語 学 研 究 Ⅱ ２ 伊藤 盡 
 英 語 学 研 究 Ⅲ ２ 加藤鉱三 
 英 語 学 研 究 Ⅳ ２ 加藤鉱三 
 英 語 学 研 究 Ⅴ ２ 花﨑美紀 
 英 語 学 研 究 Ⅵ ２ 花﨑美紀 
 英 語 学 研 究 Ⅶ ２ 村田 明 
 英 語 学 研 究 Ⅷ ２ 村田 明 
 英 米 文 学 研 究 Ⅰ ２ 清水 明 
 英 米 文 学 研 究 Ⅱ ２ 清水 明 
 英 米 文 学 研 究 Ⅲ ２ 杉野健太郎 
 英 米 文 学 研 究 Ⅳ ２ 杉野健太郎 
 英 米 文 学 研 究 Ⅴ ２ 飯岡詩朗 
 英 米 文 学 研 究 Ⅵ ２ 飯岡詩朗 
 芸 術 研 究 Ⅰ ２ 船津和幸 
 芸 術 研 究 Ⅱ ２ 船津和幸 
 芸 術 研 究 Ⅲ ２ 金井 直 
 芸 術 研 究 Ⅳ ２ 金井 直 
 芸 術 研 究 Ⅴ ２ 北村明子 
 芸 術 研 究 Ⅵ ２ 北村明子 
 言語文化特殊研究Ⅰ ２ 近藤富英 
 言語文化特殊研究Ⅱ ２ 近藤富英 
 言語文化特殊研究Ⅲ ２ 橋本純一 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 言語文化特殊研究Ⅳ ２ 橋本純一 
 


